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基 登第 0218005 号 

平成 16 年 2  月 18 日 

厚生労働省労働基準局長 

( 公 印 省 略 ) 

企画業務型裁量労働 制 ( 労働基準法第 38 条の 4) に関する 

決議 届 等の適正化について 

労働基準法 ( 以下「 法 : という。 ) 第 38 条の 4 の規定に基づく 裁量労働 制 ( 以下 

「企画業務型裁量労働 制 」という。 ) の適用を受ける 労働者の適正な 労働条件を確 
保するためには、 法、 労働基準法施行規則 ( 以下「 則 」という。 j 及び「労働基準法 

第 38 条の 4 第 1 項の規定にょり 同項 第 t 号の業務に従事する 労働者の適正な 労働 

条件の確保を 図るための指針」 ( 平成 W1 年労働省告示第 149 号。 以下「指針」という。 ) 

において定められる 具体的な要件が 適切に遵守されることが 必要であ る。 

このため、 法第 38 条の 4 の規定に基づく 企画業務型裁量労働 制 に関する決議 届及 

び 企画業務型裁量労働 制 に関する報告 ( 以下「決議 届等 」という。 ) が所轄労働基準 

監督署長に届出。 提出された場合の 窓口において、 下記によりその 適正化を図るこ 

ととするので、 その実施に遺憾なきを 期されたい。 

なお、 平成 12 年 2 月 24 日付け 基発 第 92 号「企画業務型裁量労働 制 ( 労働基準法第 3 

8 条の 4) に関する各種馬の 適正化について」は、 本通達をもって 廃止する。 

- 一 - 一 口 己 

工 窓口における 対応 

(1)  企画業務型裁量労働 制 に関する決議 届 ( 様式第 13 号の 2( 則 第 24 条の 2 の 3 

第 1 項関係 )H について 

ア 企画業務型裁量労働 制 に関する決議 届が 届け出られた 場合には、 当該 屈め 

必要的記載事項が 形式上の要件に 適合しているかどうかを 確認し、 当該 届が 

当該要件に適合していない 場合には、 当該届出が労働基準法上適法な 届出 と 

はならないことを 説明した上で、 当該届を返戻すること。 

その場合、 欠けている記載事項を 具体的に示した 上で再度の届出を 指導す 

ること。 

なお、 必要的記載事項が 形式上の要件に 適合しているとは、 様式第 13 号の 

2 の記載すべき 事項のすべてについて 記載があ ることをい う ものであ るこ 

と 。 










